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名古屋大学の卒業生、
現役・退職後の教職員の方々へ

保健管理センターから保健管理室へ
70歳前後までの名大の卒業生が、世代や学部を問わず

共有する記憶の1つに、東山キャンパスの保健管理室（保
健管理センター）で行われる健康診断を挙げることがで
きます。2022（令和4）年3月、保健管理室の全面改修・
増築工事が完了し、外観が実に41年ぶりに大きく変わり
ました（写真1）。
保健管理室の前身である保健管理センターが組織とし

て設置されたのは、1971（昭和46）年4月のことです。
それまでの東山キャンパスには、学生会館内の名古屋大
学診療所（90ｍ2）、教養部内の保健室（90ｍ2）がありま
したが、設備・人員ともに不十分でした。健康診断も、
学内の各所で行われ不便だったようです。
翌1972（昭和47）年に同センターの新営建物が完成し、
4月から定期健康診断と日常の健康相談を中心とする業
務が始まりました。この建物が現在の保健管理室ですが、
この時はまだ2階建て（546ｍ2）でした（写真2）。

建物の位置は、学生の利用に便利であること、できる
限り閑静であること、施設の管理が容易であること、の
3条件を満たす所が保健委員会で検討され、四谷通によ
り近い場所が選定されました。しかし、そこには大型計
算機センター（1971年5月竣工、現在の情報基盤センター）
が建設されるということで、その東隣の現在の位置にな
りました。
1975（昭和50）年4月に総合保健体育科学センターが
設置されると、保健管理センターはこれに統合され、保
健科学部に属する保健管理室となります。その業務はセ
ンター時代のものを引き継ぎました。
そして1981（昭和56）年8月、建物の3階（268ｍ2）
が増築され、同時に1・2階の外壁も3階に合わせて塗り
替えられました（写真4）。多くの卒業生にとって、健康
診断に行った保健管理室といえば、この3階建ての建物
のことでしょう。

1　�全面改修・増築後の保健管理室（2022年5月撮
影）。エレベーター、休養室、エントランスなどが増
築された。

2　竣工直後の保健管理センター（1972年）。
3　�保健管理センター内の一般検査室（1972年）。こ
の頃、検診の力点が結核から成人病予防に移行し
ていった。

4　�3階増築後の保健管理室（1989年の『名古屋大
学総合保健体育科学センター概要』より。写真5も
同じ）。

5　保健管理室内のX線室。

234

1

4

2 3

5


